
令和 8 年度  地域連携推進会議 議事録 

事業所名 社会福祉法人飛騨慈光会 障がい者施設 益田山ゆり園 

開催日時 令和 8 年 7 月 17 日（金） １０時００分～１１時３０分時 

開催場所 益田山ゆり園（ホール、作業棟、生活棟） 

出席者 ・益田山ゆり園入所利用者 ２名 

・益田山ゆり園通所利用者 ２名 

・下呂市社会福祉課課長補佐 

・萩原地域自治会連合会尾崎 3 区区長 

・萩原地域自治会連合会尾崎 3 区７班班長 

・下呂市消防本部中消防署北分署署長 

・下呂警察署尾崎駐在 

・銀河要商事代表取締役 

・岐阜県立下呂看護専門学校校長 

・益田山ゆり園手をつなぐ育成会会長 

・益田山ゆり園手をつなぐ育成会副会長 

・下呂市障がい者生活相談センター相談員２名（主任支援員・支援員） 

（益田山ゆり園） 

・施設長 

・施設長補佐 

・主任栄養士 

・副主任支援員 3 名 

・支援員（権利擁護虐待防止委員） 

・事務員２名 

会議内容 

 

 

 

 

 

 

〇地域連携推進会議について 

〇出席者紹介 

〇施設見学 

・生活介護活動内容 

・施設入所生活の様子 

〇取り組み紹介 

・権利擁護・虐待防止の取り組み 

・安全課の取り組み（6 月ヒヤリハット報告） 

〇参加者との意見交換（質疑応答） 

意見交換 

質疑応答、感想

など 

 

 

・今年度から障害福祉の担当となり施設見学で理解が深まったこと、職員の努力を確

認できたこと、今後も協力して利用者のより良い生活を進めていきたいとの発言があ

りました。 

 



 

意見交換 

質疑応答、感想

など 

・昨年に引き続き参加し職員のきめ細かな見守りや作業支援が素晴らしいこと、地域

として協力できることがあれば積極的に協力したいとの発言がありました。 

・施設が近所にあるが詳しい活動報告を受けて新鮮だったこと、地域の一員として支

援やお手伝いができればとの発言がありました。 

・消防設備の点検や査察、消防訓練への職員派遣など連携を継続していること、今後

も要望があれば協力したいとの発言がありました。 

・利用者の表情が豊かで生き生きとしていること、職員の連携が取れていることを確

認したこと、障害者施設に対する偏見や特異な思想を持つ者による不法行為の懸念か

ら見かけない人物や県外ナンバーの車両を見かけたら躊躇せず 110番通報してほしい

との要請がありました。 

・職員が入所者一人一人に合わせた対応をしていること、例えば食事や入浴時利用の

シャンプーを個別にするなどきめ細やかな対応がされています。個別支援計画により

職員が共に学びながら支援している点が素晴らしいです。益田山ゆり園の実習した学

生が、利用者支援を職員の関わりから学べたくらい支援がよかったです。 

・施設が綺麗に整備され塵一つない状態が保たれていること、古い施設ですが工夫し

て快適に過ごせる施設を目指していることがわかったこと、手伝えることがあれば協

力したいとの発言がありました。 

・地域と施設に対しての感謝の意を伝えられました。 

・職員に感謝していること、益田山ゆり園ができて今年で 40年目であり、以前は地

元の利用者が県内の様々な施設に分散していたが、集まることができて保護者も本人

もありがたいとの発言がありました。 

・相談員として関わっており、利用者の様子や支援者の関わりを見て新たに知ること

があったこと、利用者がその人らしく暮らせるよう連携を大切にしたいとの発言があ

りました。 

・相談員として日頃から施設と関わっていること、地域の方に施設を知ってもらう機

会が大事であること、虐待事件を防ぐためにも地域の方に見てもらうことが重要であ

ること、言いにくいことがあれば相談センターに声をかけてほしいとの発言がありま

した。 

・作業がんばります。 

・今日はありがとうございます。がんばります。 


